
 

 
〔団体の概要〕（ＮＧＯ/ＮＰＯ用） 
 

団 体 名 
 
あるぱるぱ協会 

所在地 

〒700-0824 
 岡山県岡山市内山下 2-6-3 

TEL:086-234-1395  FAX:086-234-1395         
Ｅ-mail:alpalpa@icity.or.jp 

ホームページ 
http://www.icity.or.jp/usr/alpalpa/ 

設立年月 平成 6 年 7 月  ＊認証年月日（法人団体のみ）  年  月  日 

代表者 TAIKO 担当者  小西 大介 

スタッフ    10 名 （内 専従   2 名） 事務所    あり 

組 織 
会員制度 
（なし） 

正会員     名（内訳：個人  名 ／ 団体･法人  名） 
賛助会員    名（内訳：個人  名 ／ 団体･法人  名）      

その他会員   名                

設立の経緯 

 
 代表の TAIKO が地球環境や世界の状況を憂い、20 年掛かって（1970
～1989.12 月 22）その秘訣を悟り、その悟りの基環境・世界の状況を

よくしてゆく活動を行っている。 
 

団体の目的 

 
 地上平和（環境）・世界平和 

団体の活動 
プロフィール 

 
 添付している、あるぱるぱ協会事業内容に書いてあります。 
（「あるぱるぱ協会事業内容」） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

財 政 活動事業費 
（平成 13 年度） 

                  250 万円 



 

 

団体･企業名 
 

あるぱるぱ協会 

担当者名 

小西 大介 

 

〔政策提言の内容〕     ＊政策分野･手段の番号は参考資料をもとにお書きください。 

政策のテーマ 
 

環境と経済の両立 

政策の分野 
番 

号 

 
その他 

 

環境と経済の両立 

政策の手段 
番 

号 

 

その他 
 

政府による思想（環の心）の樹立と展開 

① 政策の目的 

 

 環境問題解決 

② 提言を行うこととなった背景および現状の問題点 

  

アメリカの例のように環境問題解決は経済性がネックであって、経済と環境が両立することが

解決に結ながる要であるから。 

③政策の概要 

  

環境問題の解決に当たっては、経済との両立が要であるが、それは可能であって、そしてそれ

は「環の心」の基環境にプラスな事業や企業に対しては融資や金利、又税金等の面で優遇するこ

とであり、又消費者もそのような企業の商品を環の心の基買ってゆくことであり、又消費者が買

い易いように企業は価格を出来るだけ安くし、又高額物に対しては政府が融資や金利、税金面等

優遇する。 

 

で又政府はいまそのような処置を取っておいてあるが（太陽エネルギー等）肝心なのは環の心の

普及であって、この心が普及されてゆくところ企業間の利害対立もなく、又政府にも税収が多く

入り、そしてそれは企業や国民（消費者）へ回せ、いうことがありません。 

 

つまり「環の心」それは「他が幸福であることを自己の幸福とし、そこにとことん身を掛ける。」 

このような心であって、地球という他へ国民や企業、国は身を掛け、又そのような企業の商品を

国民は買い、又、そのような国民や企業を国は優遇し、又、そのような国へ国民や企業はよろこ

んで税金を納める。そしてその税金で国は企業や国民へ尽くすといったお金の巡り、活性となり

その活性の中環境もよくなって参ります。 

 

又この環の心、思想を一世界の思想としてゆくところダイナミックに環境はよくなって参ります

。 

 

 



 

④ 政策の実施方法と全体の仕組み（必要に応じてフローチャートをつけてください） 

 

政府が環の心の音頭をとり、その基、国民・企業等生活し事業をしてゆく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 政策の実施主体 （提携･協力主体があればお書きください） 

 

政府が実施主体 

 

 

 

 

 

⑥ 政策の実施により期待される効果 

 

EU の実施した環境税は嫌がる人（企業）もあると思うが、負担のないこの策は誰にも受け入れ

られ効果大と思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ パンフレット等添付資料名 

  

あるぱるぱ協会事業内容 

 

 

 

 

 


